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国立大学図書館協会 海外派遣事業

諸外国の先進的な図書館活動、
施設等に関する調査・研究

イリノイ大学モーテンソンセンター
Fall associates programへの参加



Mortenson Centerの概略

目的 国際的な教育を行い、相互理解を深め、国際平
和を促進するため、図書館員に対し国際的な研
修プログラムを提供すること

財政基盤 Mortenson夫妻からの総額400万ドルに達する寄

付

実績 これまでに89ヶ国から700人以上の図書館員の

研修を行う



イリノイ大学の概略

アーバナ・シャンペーン校(UIUC)
1867年創設
イリノイ大学内最大のキャンパス（16学部）

中西部を代表する大学の一つ
図書館は北米第５位の蔵書数(2008年夏）

シカゴ校(UIC)
医学部キャンパス
19世紀後半創設の複数の医学系の学校が起源
1913年、イリノイ大学に完全に統合
Illinois Medical Districtの中核機関の一つ
図書館はNNLMの中西部地区の拠点図書館

スプリングフィールド校(UIS)



Fall 2008 Associates Programの参加者

所属

国名

学術・大学図書館 公共図書館 その他の図書館 研究職

計

ウズベキスタン 1 1

ケニア 1(*1) 1

ガーナ 1 1

ナイジェリア 1(*2) 1

バーレーン 1 1

パレチチナ 2 2

ベトナム 3 3

韓国 2 2

日本 2 1 3

コロンビア 3 3

計 12 3 2 1 18

*1:Help Widows and Orphans Community Library
*2:National Institute for Hospitality and Tourism



プログラムの内容

講義(実習を含む）

講師はイリノイ大学内外から

図書館及び関連団体訪問

その他

イリノイ州 (Chicago, Springfield)
オハイオ州
インディアナ州

Copyright seminar
ILA年次大会参加



Copyright seminar

オンライン自習コース（パイロット版）

鮮明なポリシー

様々な文献を読むことを要求
参加者間のディスカッション

“Libraries as Creatures of  Copyright: why Librarians 
Care about Intellectual Property and Policy by C.C. 
Henderson” ALAホームページ掲載



ILA年次大会

場所：シカゴ
日時：2008年9月23日～25日

モーテンソンセンターのセッション：
“Around the World in Ninety Minutes”(9/25午前)

会場 展示



イリノイ大学図書館

Main Library Engineering-Grainger

ACES 
(Agricultural, 
Consumer, 
and 
Enviromental 
Sciences)



イリノイ大学図書館関連施設

３つの機能

・保存

・修復

・電子化

Oak facility



イリノイ大学図書館組織図（概略）

図書館長

法学図書館

テクニカル社会科学 特殊
コレクション

サービス 物理・
工学

地域研究 人文 生命科学

モーテンソン
センター

サービス IT資金調達
広報

蔵書 会計 人事



図書館による資金調達
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出典 “Annual report 2006-2007 / office of Library 
Advancement, University of Illinois at Urbana-
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図書館による資金調達

「資金は資金を生み出しません。しかし、
評判は資金を生み出します」

by Charles Zukoski研究担当副学長

出典 大学の図書館に対する投資 : その見返りは? イリノイ大学アーバ
ナ・シャンペーン校のケーススタディ / Paula Kaufman エルゼビア・ジャパ

ン株式会社主催ライブラリ・コネクト・セミナー2008 2008/7/18 大阪



米国の各種図書館（2006年）
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OCLC
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LTLS

Lincoln Trail Libraries System:
イリノイ州の東中央部をカバーするlibrary system

出典 LTLS quick fact about LTLS 
http://www.lincolntrail.info/quickfacts.htmlから作成
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CARLI

CARLI( Consortium of Academic and Research Libraries 
in Illinois)

イリノイ州の高等教育機関の図書館コンソーシアム
（93％以上が参加）

主な業務

I-Share(76参加館のユニオンカタログ）

ILDS (Illinois Library Delivery Service)

SFX（リンクリゾルバ）やWebFeat（統合検索エンジ
ン）の共同購入 等々



CIC

CIC(Committee on Institutional Cooperation)

Big 10+シカゴ大学のコンソーシアム

主な図書館プロジェクト

Google Book Search Project

Shared Digital Repository

電子リソースの共同購入 等々



リポジトリ

出典 HUSCAP http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/index.jsp 
および IDEALS http://www.ideals.uiuc.edu/から作成

2009/8/31時点
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リポジトリ

出典 OpenDOAR http://www.opendoar.org/find.phpから作成

2009/8/25時点
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リポジトリ

出典 OpenDOAR http://www.opendoar.org/find.phpから作成

2009/8/25時点
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Disciplinary Repository
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2009/8/28時点



北米における次世代OPACの浸透
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出典 “「次世代OPAC」への移行とこれからの目録情報 / 
渡邊隆弘 図書館界 vol.61 no.2 2009”から作成

ARL加盟機関のOPAC



次世代OPACと従来のOPAC



図書館とweb2.0



海外研修を経験して

他の参加者との出会い

様々な環境、異なるバックボーン、
生み出される視界の差


	海外研修経験から見えた�大学図書館

